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LINEBotの概要



対 個人

LINEのフォローとメッセージ

対 企業（事業）

LINEプラットフォーム（システム）を
介したコミュニケーション

LINE公式アカウント
企業や事業が情報発信/顧客連絡

人が対応



LINEBotとは？ 自動で会話できるチャットBotのLINE版。
プログラムで動く。

２つが必要
・プログラム本体
・インターネットにつながった
　プログラムが動く場所

機械が対応



GASとは？ Google Apps Scriptの略称。
プログラミング言語「JavaScript」を書く。

プログラムを書いてインターネットに公開できる
＝LINEBotをすぐに開発して試すことができる



GASとLINEBotのデモ紹介

メッセージの種別と内容をオウム返しするBot。
スマホがある方は試せます↓。



LINEBotの可能性
・データベースの読み書き
　予約/予定通知など

・外部サービスとの連携
　天気情報/多言語翻訳など



LINEBotの実例



実例１：うちのデザイナー

デザインの発注業務の
やりとりをBot化



課題
依頼主がチラシの制作をデザイナに依頼する際に、
煩雑なやりとりが多く発生して対応コストが膨らむ。

・素材提供
　→誤字脱字がある。写真の解像度が低い。

依頼主 デザイナ

・概要ヒアリング
　→やりたいことが漠然としている。

・納品
　→修正依頼が何度も来る。



制作依頼をBot化



解決
①Botが必要な素材をクラウドに配置する。
②デザイナは作業して完成品をクラウドに配置する。
③完成品が依頼主に送付される。

デザイナ依頼主

①

②③



実例２：湯田温泉らくがき狐Webサイト

LINEで更新する
Webサイト

https://yudachiku.com/

https://yudachiku.com/


課題
湯田地区の事業所がイベントや各店舗の情報発信をしたいけど、
ITツールが苦手（面倒）でWebサイトを運営できない。

70ぐらいの事業者

湯田地区商工振興会（組合）



記事投稿をBot化



解決 ①Botが記事に必要な素材をDBに保存する。
②Botが最新の素材でWebサイトを構築する。
③Botが公式サイトのフォロワーに記事URLをPushする。

事業者

フォロワー

運用アカウント

公式アカウント

①

②③



LINEBot開発でやること



JavaScript
学習

LINEBot
調査

課題解決
試してみる

３つを同時に何度でも


